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自己評価及び外部評価結果

開設10周年を機に、職員全員で話し合って事業所独自の新しい理念を作成し、「笑顔でつなぐ心と絆」
の実践に向け取り組んでいる。地域行事・ふれあい喫茶・地区の防災訓練への参加、保育園児や中学
生との定期的な交流会、ボランティアの受け入れ等で地域交流を図り、職業体験の受け入れ・子ども１
１０番の登録・リサイクル活動の協力も継続し地域貢献にも努めている。近隣への外出・季節の花を楽
しむ外出・地域行事・一泊旅行等、個別の希望や状態に応じて支援している。年間計画にもとづいた研
修・個別面談・定期的な会議の開催を継続し、職員の資質向上と連携に取り組んでいる。「もりのさと便
り」・運営推進会議録の送付、サービス担当者会議への参加等で、家族との連携にも努めている。医療
面での対応は、かかりつけ医の指示の下で看護職員が中心になって行い、希望に応じて看取り介護に
も取り組んでいる。

株式会社H.R.コーポレーション

兵庫県西宮市甲陽園本庄町6-25-224

平成29年3月15日

昨年に開設十周年を迎え、半年以上かけて自分達の目指す認知症介護について話し合い、新しい介護理念「～笑
顔でつなぐ心と絆～①一人ひとりの想いを未来につなげるお手伝い②絆を深めながら安心して生活できる場の提
供③笑顔で心のこもった介護の実践」を構築しました。職員は、コミュニケーションの最初の一歩は「笑顔」からに心
掛け、利用者様が今思っていること、感じていること、考えていることに共感する姿勢を大切にしています。利用者
様が小さなことでも未来への希望を持つことができたり、大切な人との絆が切れることなく安心して暮らせるために
はどうしたら良いかを考え、チームで支えるケアに取り組んでいます。また、利用者様一人ひとりがその人らしく、
楽しみや生きがいを持って生活して頂けるよう、趣味の活動、買い物や外食、お墓参り、冠婚葬祭への出席、家族
様との外出、一泊旅行等の援助にも力を入れています。菜園では季節の花や野菜等を育て、鑑賞や収穫作業で
気分転換ができたり、近隣の保育園児・中学生との交流会や大正琴等のボランティアの方にも定期的に訪問して
頂き、馴染みの顔がある生活ができるように援助しています。
日常的な健康管理は医師の指示の下で看護職員が中心となって行い、これまで透析治療や尿道カテーテル管理
を要する方等も受け入れも行ってきました。看取り介護にも取り組み、これまで６名の方を看取らせて頂きました。

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

認知症対応型共同生活介護

http://www.kaigokensaku.jp/27/

作成日　　平成２９年　３月　８日

2770109144

有限会社　杜の里

グループホーム　杜の里

大阪府堺市西区山田３丁１０３４－２３

平成２９年　３月　８日 評価結果市町村受理日 平成29年4月21日
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

実施状況
次にステップに向
けて期待したい内
容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意
義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

盆踊り・だんじり祭り・地
域運動会への参加や見学、
ふれあい喫茶への参加によ
り地域交流に努めている。
地区の防災訓練にも、利用
者と共に参加している。近
隣の保育園児や中学生との
定期的な交流会、３B体
操・マジック・大正琴など
ボランティアの来訪もあ
り、外出が難しい利用者も
地域交流の機会を設けてい
る。職業体験での受け入
れ・子ども１１０番の登
録・リサイクル活動の協力
も継続し、地域貢献にも努
めている。

開設十周年を迎え職員全員
で半年以上かけて話し合
い、新しい理念を作成し、
地域密着型サービスとして
の意義も盛り込んでいる。
理念は玄関と職員室、事務
所に掲示し、職員は毎朝の
申し送り時に唱和してい
る。スタッフ会議で理念に
基づいてプラン作成につな
げ、笑顔でつなぐ心と絆を
大切に利用者と関わるよう
に努めている。

1

理念は玄関と職員室、事
務所に掲示し、職員は毎
朝の申し送り時に唱和し
ている。昨年、施設開設
十周年を迎え、スタッフ
会議内で自分達が目指す
介護についての話し合い
を重ねて、新しい介護理
念を構築した。

自己評価

入居のご相談や施設見学
希望には、できるだけ柔
軟に対応し、その時点で
お困りのことがあれば、
介護保険サービスや認知
症介護について説明させ
て頂くようにしている。
必要に応じて、認知症疾
患センターや認知症専門
医の情報提供も行ってい
る。地域にあるグループ
ホームを知って頂く為
に、校区高齢者クラブ連
合会の方達に施設見学に
来て頂いたりもした。

外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

2 2

盆踊りやだんじり祭り、
地域運動会等を見学させ
て頂いている。近隣の保
育園児や中学生との定期
的な交流会、子ども１１
０番の登録やリサイクル
活動の協力も継続して
行っている。高齢者クラ
ブの方のお誘いで、地区
の防災訓練を見学させて
頂いたり、日程の合う時
には、ふれあい喫茶にも
お連れするようにしてい
る。

3

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

1
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○運営推進会議を活かした取り組み

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
蜜に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら協力関係を築くように取り
組んでいる。

5 4

運営推進会議に地域包括
支援センターの担当者や
民生委員の方に参加して
頂いている。生活援護課
の担当者とは、通常は電
話で連絡を取り合い、必
要に応じて直接区役所に
赴くようにしている。西
区や堺市全体のグループ
ホーム連絡会でも情報交
換も行っている。

運営推進会議に地域包括支
援センターの職員・民生委
員の参加がある。西区や堺
市の事業所連絡会に参加
し、連携に努めている。事
業所連絡会には市長の参加
もあり、市の動向や取り組
み等の説明を受け運営への
反映を図っている。生活援
護課・福祉課等、内容に応
じて、関係機関と協働して
いる。

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

4 3

毎回ホーム便りで日時を
お知らせしたり、直接家
族様にお声掛けさせて頂
いているが、お仕事の関
係等で出席できない方も
多い為、会議禄を次月初
旬に郵送して報告してい
る。会議では、行事等の
活動内容や事故報告の
他、利用者様の生活状況
や防災訓練内容等も報告
し、参加者にご意見を
伺っている。訪問して下
さっている鍼灸師さんを
ご紹介させて頂く機会も
持った。

利用者・家族・民生委員・
地域包括支援センター職
員・地域のグループホーム
のホーム長を参加メンバー
として、２ヶ月に１回開催
している。毎回ホームだよ
りで開催日時を伝え、開催
曜日を交互にする等、家族
が参加しやすいように工夫
している。会議録は郵送
し、会議の内容を報告して
いる。会議では利用者の状
況、ホームの活動・取り組
み、今後の予定等を報告し
ている。また、訪問の鍼灸
師に講習をお願いしたり、
ホームの機能や時期に応じ
たテーマで情報発信すると
ともに、参加メンバーから
意見や提案・情報提供を受
け、サービスや運営に反映
させるように取り組んでい
る
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス基準に
おける禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の
施錠を含めて身体拘束しないケアに
取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所ないでの虐
待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活
用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見人制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等
の際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

身体拘束廃止の方針を重要
事項説明書に明記し、契約
時に利用者・家族に説明し
ている。年間研修計画に位
置づけて毎年勉強会を実施
し、事例検討も行い具体的
に身体拘束廃止と虐待防止
について全職員で学ぶ機会
を持っている。気になる言
葉かけや対応があれば、職
員間でも意見交換し意識向
上に努めている。立地上、
玄関は施錠しているが、利
用者の希望があれば職員が
対応し、閉塞感を感じない
ように配慮している。館内
はエレベーター・階段を利
用し、自由に行き来できる
環境である。

9

入居契約の際には内容を
全て読み合わせさせて頂
き、理解・納得が得られ
るよう援助している。解
約や改定の際には書面で
示した上で説明し、不安
や疑問点についても丁寧
にお答えするようにして
いる。

8

運営推進会議内で地域包
括支援センター職員から
情報を得たり、定期的に
内部勉強会で学ぶ機会が
持てるようにしている。
家族様からの質問や相談
は随時受け付け、資料を
お渡ししたり、必要に応
じて関係機関との調整を
図るようにしている。

7

身体拘束排除と同時期に
高齢者虐待防止について
も勉強会を開き、事例検
討も行うようにしてい
る。管理者が中心になっ
て、利用者様の心身の状
態に変化がみられない
か、日々注意を払って観
察している。

6 5

身体拘束しないケアの取
り組みについて定期的に
勉強会を開き、事例検討
も行って理解を深めてい
る。利用者様と日々関わ
る中で、自分達が行って
いるケアが適切かどうか
お互いに注意し合い、気
になることがあれば意見
交換し、身体拘束を見過
ごさないように努めてい
る。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、それらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている12

職員の能力や実績を評価
した給与水準とし、日頃
から職員が意見や悩みを
相談しやすい職場作りに
努めているが、この数
年、職員数にゆとりがな
いのが現状で、個々の職
員の思いをゆっくりと聞
く時間があまり作れてい
ない。

11 7

朝・夕の申し送り時やス
タッフ会議等で、職員の
意見や提案を聴取するよ
うにしている。次回のス
タッフ会議で検討したい
内容を自由に記入できる
用紙を設置しており、必
ずその内容については話
し合うようにしている。
また、職員が必要と感じ
ている物品等についても
確認し、優先度の高い物
から対応している。

ホーム長は、朝・夕の申し
送りやスタッフ会議に出席
し、職員の意見や提案の把
握に努めている。スタッフ
会議は毎月１回開催され、
事前に検討したい内容や意
見を記載する用紙を設置
し、会議が効率的・効果的
に活用できるように工夫し
ている。内容に応じて、法
人に伝える仕組みもある。
年に１回、ホーム長が個人
面談を行い、個別に意見・
提案を聞く気合も設けてい
る。各フロアーにリーダー
を配置し、ホーム長と共
に、日頃から職員が相談し
やすい関係づくりに努めて
いる。月間目標の設定や物
品購入など、職員の意見を
反映して、サービスの向上
に努めている。

10 6

玄関に事業所内・外の相
談窓口を掲示し、意見箱
も設置している。疑問点
や相談、要望等は直接職
員や管理者に話して下さ
る利用者様・家族様が多
いので、その時点で納得
が得られるよう、傾聴と
丁寧な説明に努めてい
る。苦情の内容は記録に
残し、まず管理者と正社
員、居室担当職員で対応
について話し合い、解決
策や方針については連絡
ノートやスタッフ会議で
職員に通知している。

家族の来訪時には近況を報
告し、「もりのさと便り」
や運営推進会議録を毎月郵
送して利用者やホームの様
子を伝え、家族の意見・要
望が出やすいように取り組
んでいる。意見箱の設置、
相談窓口の掲示も行ってい
る。出された意見や要望等
は、連絡ノートやスタッフ
会議で情報共有し、サービ
スや運営に反映させるよう
に取り組んでいる。意見・
要望・苦情については、内
容に応じた書式で、受付か
ら対応結果まで記録してい
る。面会簿書式の変更等、
家族の意見を採り入れてい
る。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際の力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問
の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取組みをしている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

15

見学やご相談を受け付け
た際には、ご本人や家族
様、関係者の方のお話を
傾聴して思いを汲み取
り、家族様へのアドバイ
スやホームができる対応
を説明するようにしてい
る。入居前面談からご入
居に至るまでの間、でき
るだけ安心して準備して
頂けるよう、急がせず連
絡を取り合うように心掛
けている。

14

西区や堺市グループホー
ム連絡会、近隣のグルー
プホーム運営推進会議に
参加させて頂き、情報交
換で気付いたことを取り
入れるようにしている。
西区等近隣のグループ
ホームの管理者とは、運
営やサービスに関するこ
と等も気軽に相談できる
ネットワークが作れてい
る。

13

勉強会の年間計画を立て
て月１回実施し、その内
容については職員からも
提案も受け付けている。
職員の希望や能力に合っ
た研修を勧めるようにし
ているが、職員の定着を
図り、積極的に外部研修
を受けたいと思える環境
にしていきたい。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

18

支え合い協力し合いなが
ら共に暮らしているとい
う気持ちを持って頂ける
よう、利用者様のこれま
での人生や経験されたこ
とを教えて頂く姿勢を大
切にしながら関わるよう
にしている。また、利用
者様の個々の能力を活か
した役割分担を考え、一
緒に行う姿勢に努めてい
る。

17

家族様には、利用者様の
入居前の生活状況や認知
症々状の情報が多い方
が、入居後の援助がス
ムーズにいくことを説明
し、可能な限り詳しく情
報収集させて頂くように
している。また、ご意向
やご要望を確認しながら
緊急性や優先順位を見極
め、必要に応じて各種制
度の情報提供や他事業所
サービス紹介等を行って
いる。

16

見学時より相談しやすい
雰囲気作りに心掛け、家
族様の思いや不安を受け
止め、疑問点に丁寧にお
答えするようにしてい
る。また、入居後暫くの
間は、電話や家族様が来
設された際に、利用者様
の状況をお伝えするよう
にしている。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支
援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

21

利用者様は他入居者の障
害を理解し難い場合が多
く、トラブルが起こるこ
ともあるが、職員が調整
役となって説明できる範
囲でお話しし、共に生活
する家族の様な存在とな
れるようサポートしてい
る。朝の体操やレクリ
エーション、ティータイ
ム、誕生日会等を通し
て、程良く関われる時間
が持てるよう援助してい
る。

20 8

自宅に帰ったり、親類縁
者の冠婚葬祭に出席した
り、大切な人のお墓参り
に行くことができるよ
う、家族様のご要望や希
望も伺いながら、できる
だけ柔軟に対応してい
る。また、家族様が了承
されている知人の方等に
も面会に来て頂いてい
る。気の合う利用者様を
把握し、散歩やレクリ
エーションを一緒に楽し
める援助にも努めてい
る。

入居時の情報はセンター方
式の一部を活用した書式に
生活歴などを記録し、馴染
みの人や場所の把握に努め
ている。面会や電話につい
ては、家族の了解を得て、
関係継続を支援している。
自宅に帰ったり、親類の冠
婚葬祭へ出席したり、お墓
参りに行く等、家族と相談
しながら、できるだけ柔軟
に支援している。気の合う
利用者同士で、散歩や買い
物に出かけたり、配席に工
夫する等、入居後の馴染み
の関係づくりも支援してい
る。

19

来設して頂きやすいよう
に面会時間は制限してい
ないが、職員数が少ない
時間帯は事前のご連絡を
お願いしている。基本的
には家族様に月１回利用
料のお支払に来設頂き、
近況をお伝えするように
しているが、なかなか来
設できない家族様や後見
人様も居られるので、必
要なことは手紙や電話で
お知らせしている。居室
担当職員からの消耗品依
頼等の連絡を通して、
ホームにお越し頂けるよ
うな対応に努め、ご面会
時の居心地の良い空間作
りにも配慮している。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討して
いる

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
める

24

認知症介護研究・研修東
京センター方式の一部を
活用し、生活歴や経過等
の把握に努めている。入
居後は信頼関係を築きな
がら利用者様や家族様か
ら徐々に情報収集してい
るが、職員の把握能力に
は差があるので、計画作
成担当者がサービス担当
者会議等で伝えるように
している。

23 9

日々の利用者様との関わ
りを通して馴染みの関係
や信頼を築き、思いや希
望を表出しやすい環境作
りに努めている。希望が
聞かれた時にはできるだ
け対応するようにしてい
るが、困難だったり直ぐ
に対応できない時もある
ので、傾聴しながら代替
策をご提案したり、一緒
に予定を立てるようにし
ている。その内容は個別
記録に残し、職員が共有
できるようにしている。
意思疎通が困難な利用者
様の場合は、表情や反応
を観察し、家族様からも
情報を頂きながら探るよ
うにしている。

センター方式の書式を一部
を活用し、入居時に把握し
た思いや意向を記録してい
る。入居後に把握した思い
や意向は、対応の経過も含
め個別記録に記録してい
る。把握が困難な利用者に
ついては、表情や反応を観
察すると共に、これまでに
蓄積してきた情報をもと
に、本人の立場に立って検
討するように努めている。

22

契約終了後でも、ご相談
等があれば電話や来設し
て頂いてよい旨をお話し
している。入院された場
合には、必要に応じて情
報を提供したり、可能な
限りお見舞いに伺うよう
にしている。お亡くなり
になられた場合には、葉
書等で家族様の近況を伺
わせて頂くようにしてい
る。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作
成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かし
ている

27

個別の記録は、職員が介
護計画に基づいて観察し
たことや気付いたことを
書いている。他職員が書
いた記録を読んで利用者
様の状況を把握したり、
ケアのヒントを得て実践
に繋げられる職員が増え
てきたが、新人職員等は
ゆとりがないこともある
為、職員間での口頭によ
る情報交換の必要性も感
じている。記録は自分達
が提供したケアの証明で
あることの理解を更に深
め、事実の記載や誰にで
も分かり易い記録に今後
も取り組んでいきたい。

26 10

利用者様や家族様のご意
向を伺いながら、定時や
状態急変時等のアセスメ
ントとサービス担当者会
議で出た意見を基に、計
画作成担当者が介護計画
を作成している。作成し
た介護計画は、回覧後に
職員がいつでも閲覧する
ことのできる個別ファイ
ルに閉じているが、職員
の把握能力には差がある
為、毎月のスタッフ会議
で確認しながら見直して
いる。内科・歯科医師や
歯科衛生士、鍼灸師等の
関係者とも連携・情報交
換して、利用者様一人ひ
とりの課題が解決できる
介護計画の作成に努めて
いる。

センター方式の基本情報
シート等を活用してアセス
メントを行い、介護計画を
作成している。作成後は、
回覧・ファイリング・毎月
のスタッフ会議での確認に
より、職員の周知を図って
いる。定期的には、３ヶ月
に１回のモニタリング、
６ヶ月に１回計画の見直し
を行っている。見直し時に
は、モニタリングと在宅ケ
ア問題表域一覧で再アセス
メントを行い、サービス担
当者会議を実施している。
会議には、家族・看護師・
介護職員等が参加し、内科
医・歯科医・歯科衛生士・
鍼灸師等の関係者の意見も
反映している。記録の書き
方の勉強会を実施し、計画
にもとづいた記録の書き方
など、記録に差異が生じな
いように指導している。

25

基本的にはできるだけ規
則正しい生活が送れるよ
うに援助しているが、利
用者様一人ひとりのペー
スに合わせたり、好きな
ことができるように配慮
している。また、毎日の
心身の状態を観察しなが
ら関わり、気になる変化
は個別記録に記載し、
朝・夕の申し送りや職員
連絡ノートを活用して情
報の共有に努めている。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○一人ひとりを支えるための
事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスにとらわれない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支
援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるよう支援
している

31

介護職員は、利用者様の
病状や身体の変化等、気
付いたことを看護師に報
告・相談するようにして
いるが、報告が遅れる時
もあるので、徹底を図っ
ていきたい。看護師は利
用者様個々の主治医と連
携を図りながら服薬管理
や適切な処置を行い、介
護職員の指導に当たって
いる。内服薬や軟膏処置
等の変更時には、必ず職
員連絡ノートと個別の健
康管理表に記載し、全職
員が把握し易いようにし
ている。

30 11

入居前に内科・歯科等の
かかりつけ医や救急搬送
病院に関する希望を確認
し、施設の協力医療機関
以外でもできるだけ入居
前からの医療が継続でき
るように支援している。
基本的に訪問診療で対応
させて頂いているが、利
用者様の心身の状態に応
じて必要な検査や診療が
受けられるように、専門
病院・科の受診も援助し
ている。利用者様の病状
によってや看取り介護期
には、２４時間体制の医
療機関で対応して頂いて
いる。

入居時に確認し、利用者・
家族の希望のかかりつけ医
での診療の継続を支援して
いる。訪問診療を基本とし
ているが、通院での受診に
ついては家族に協力して対
応している。協力医療機関
からの訪問診療の体制もあ
る。訪問診療については診
療所別に診療記録を記録
し、通院での診療は介護記
録と経過経過記録に記録
し、職員間・家族と情報共
有している。

29

ホーム近隣に住宅や店舗
が少ないので、広報を確
認したり、町内会や地域
包括支援センターの方等
から地域行事や催し物の
情報を頂いて、できるだ
け参加できるよう援助し
ている。大正琴の会や３
Ｂ体操講師等の地域のボ
ランティアの方、保育園
児や中学生にも訪問して
頂いている。

28

医療機関と連携を図り、
これまで血糖測定や尿道
カテーテル管理、酸素吸
入を要する方の援助を
行ってきた。できるだけ
ご要望に応じた受診介助
やご自宅等への送迎、買
い物や外食の援助も行う
ようにしている。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを
行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践
力を身に付けている

34

職員がいつでも閲覧でき
る場所にマニュアルを備
え、転倒等の事故発生時
や急変時の対応について
は、勉強会で定期的にデ
モンストレーションを
行っている。できるだけ
事故を予防し、急変時に
も早期に対応できるよ
う、補助金を利用して見
守りセンサーシステムを
導入した。救命措置の経
験の無い職員には、消防
署の普通救命講習Ⅰの受
講を勧めている。

33 12

終末期にホームでできる
こと等を明示した「看取
りの指針」を契約時に説
明し、同意を得ている。
利用者様の重度化が予測
された段階で家族様のご
意向を伺い、医療機関の
調整と連携強化に努めて
いる。また、職員が不安
なく看取りに取り組める
よう、定期的な勉強会も
行っている。

終末期に向けたホームの方
針の方針を「看取りの指
針」に明示し、契約時に説
明し同意を得ている。重度
化を迎えた段階で、医師か
らの説明を受け、家族の意
向を確認している。ホーム
での看取り希望があれば、
医療機関と連携を強化し、
看取り介護計画にもとづい
て方針を統一して支援に取
り組んでいる。状況に応じ
て話し合いを繰り返し行
い、家族の意向を尊重して
いる。年間研修計画に位置
づけ、「ターミナルケア」
の勉強会を実施し、職員の
不安軽減にも配慮してい
る。

32

入院時にはできるだけ早
期に介護・看護サマリー
を提出し、病院からの問
い合わせ等にも対応して
いる。できるだけ良い状
態で早期に退院できるよ
う、担当相談員や看護師
との情報交換に努め、面
会に伺ったりカンファレ
ンスに参加させて頂くよ
うにしているが、病状に
より退院が困難な場合に
は、家族様にご意向を伺
いながら、退去を含めた
話し合いをさせて頂いて
いる。
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○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いてい
る

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決
定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

38

共同生活の中で可能な限
り利用者様一人ひとりの
生活リズムや主体性を尊
重し、その人らしい日々
の過ごし方ができるよ
う、柔軟な対応に努めて
いる。言葉の理解や表現
が困難な方に対しては、
表情や動作を観察しなが
ら、できるだけ穏やかな
状態で過ごせる居場所作
りに努めている。

37

職員が一方的に決めてし
まうことのないよう、で
きるだけ選択肢を用意し
たり、信頼関係を築きな
がら思いや希望を表出し
やすい場面設定の援助を
行っている。

36 14

利用者様一人ひとりの生
活歴や認知症の状態に
合った言葉掛けや援助方
法に心掛け、日常のケア
の中で職員の気になる対
応や不適切な言葉掛けが
あれば、その都度注意し
合ったりスタッフ会議で
話し合うようにしてい
る。朝・夕の申し送り時
に、相手を敬う言葉掛け
に配慮するよう職員間で
促し合っているが、意識
の薄い職員には個別で注
意している。

年間研修計画に位置づけ
て、「個人情報・プライバ
シー保護」について勉強会
を実施している。理念に
も、利用者一人ひとりの尊
重を明文化している。朝・
夕の申し送りやスタッフ会
議でも採り上げ、職員の意
識向上に努めている。個人
ファイル類は施錠できる書
庫に保管し、入職時に守秘
義務について書面を交わす
等、個人情報の適切な管理
にも努めている。

35 13

消防訓練は、職員数の少
ない夜間帯の火災発生を
想定した訓練を継続して
いる。非常持出袋を常備
し、アルファ米等の備蓄
にも努めているが、施設
周囲に民家や高層ビル等
が少なく、災害時には施
設内でどれだけ対応でき
るかが重要である為、現
状に合ったマニュアルに
していきたい。

年２回、消防署立ち合い
で、夜間設定で通報・消
火・避難の総合訓練を実施
している。入職後１年未満
の職員対象に防火・防災新
入職員教育を個別に行って
いる。地域の防災訓練に
も、参加可能な利用者と共
に参加している。非常持ち
出し袋を用意し、備蓄を整
備している。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、集会
に応じた支援をしている

41

利用者様の体格や運動
量、病歴、咀嚼・嚥下状
態等を考慮し、主治医と
も相談しながら利用者様
一人ひとりの状態に合っ
た食事量や形態での提供
に努めている。摂取量は
毎日記録に残し、毎月初
めに体重測定し、変動に
応じて食事提供量の見直
しを行い、必要に応じて
捕食援助も行っている。
脱水予防の為、手作りの
経口補水液を入浴後等に
提供している。

40 15

食材業者による季節食や
郷土料理等を楽しんで頂
いたり、利用者様が好ま
れるメニューを手作り昼
食やおやつで提供するよ
うにしている。可能な利
用者様には、食材の下ご
しらえや食器洗い・拭き
等の片付け等に参加して
頂けるように工夫してい
る。菜園で収穫できた季
節の野菜を食材として使
用し、職員も共に味わっ
ている。昼・夕の食前に
は嚥下体操を行い、でき
るだけ口から食べること
が維持できるよう援助し
ている。

食材業者により、季節食や
郷土料理など工夫された食
事の提供を受けている。出
張調理の機会もある。利用
者の摂食状況や希望を伝
え、献立や調理法に反映し
ている。週に１回の手作り
昼食と随時の手作りおやつ
の日を設け、菜園で収穫し
た野菜も活用している。可
能な利用者には準備や後片
付け等に参加できるように
支援し、職員も同じ食事で
テーブルを囲み、家庭的な
雰囲気を大切にしている。

39

女性利用者様には外出・
外食や季節の行事、誕生
日会の時等にお化粧を勧
めたり、好みの服装がで
きるように援助してい
る。衣類や化粧品等の買
い物援助も行っている。
男性利用者様には、整髪
や髭剃りの声掛け、ＴＰ
Ｏに合わせた服装の援助
を行っている。また、訪
問理美容の際には利用者
様ご自身や職員が希望を
伝えて、おしゃれを楽し
んで頂けるようにしてい
る。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄パ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

44

日課の中に体操や散歩を
取り入れたり、朝食に果
物やヨーグルトを提供す
る等して便秘の予防に努
めているが、便秘傾向が
強い方も居られるので、
医師の指示の下で必要な
下剤服用援助を行ってい
る。オリゴ糖が合う方に
は、定期的に飲用して頂
き、下剤の服用量が減ら
せるよう援助している。

43 16

個別のチェック表で排泄
パターンを把握し、その
方に合った声掛けや誘導
を行っている。尿意や便
意の訴えが聞かれた時や
サインに気付いた時に
は、できるだけ早くトイ
レに誘導するようにして
いるが、トイレが混雑し
ている時があるので、尿
器の利用等の工夫の必要
性を感じている。尿意・
便意はあるが、後始末等
が十分にできない方に
は、プライバシーに配慮
しながらお手伝いするよ
うにしている。また、可
能な限り排便のコント
ロールを図り、不快な時
間が長くなったり失敗に
よる不潔行為等が減らせ
るように努めている。

個別の排泄チェック表を活
用して、排泄状況やパター
ンを把握し、日中はできる
限りトイレで排泄できるよ
うに支援している。毎月ス
タック会議で状況を確認
し、現状に即した排泄用品
や介助方法を検討し、統一
した支援に取り組んでい
る。声かけ・誘導時、介助
時には、羞恥心やプライバ
シーへの配慮を職員間で周
知している。果物やヨーグ
ルト等食品の提供、オリゴ
糖の飲用、体操や歩く機会
を増やすなど、便秘の予防
にも努めている。

42

毎食後に利用者様の能力
に合わせた口腔ケアの声
掛けや見守り、介助を行
い、口腔内の清潔保持に
努めている。月１回訪問
歯科衛生士にケアして頂
き、職員は気になること
を相談したり、利用者様
一人ひとりに合った用具
やケアのポイント等を指
導してもらっている。口
腔ケアの受け入れが悪い
方には、無理強いをせず
に根気よく関わるように
している。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や要領につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

48

利用者様一人ひとりの能
力の把握に努め、役割を
持って家事作業を行った
り、将棋や習字等の得意
分野で力が発揮できるよ
うな場面作りに心掛けて
いる。歌の好きな方には
カラオケを用意したり、
仏壇のお花やお供え物の
買い物の援助も行ってい
る。

47

服薬前の薬袋等の名前確
認や服用時の見守りを確
実に行うことを徹底し
て、服用忘れや誤薬がな
いように努めている。職
員が薬の作用・副作用や
注意点をいつでも確認で
きるように個別の服薬一
覧表を作成し、変更等が
あれば書き換えている。

46

基本的に利用者様一人ひ
とりの生活習慣で午睡や
就寝して頂けるよう援助
している。意思表示が困
難な方の場合には、心身
の状態を観察しながら、
必要な休息・睡眠時間が
取れるように援助してい
る。中途覚醒された際に
は、談話したり飲み物等
を提供して、再入眠を促
している。

45 17

週２～３回、午後の入浴を
基本とし、利用者個々の体
調や状況に応じて臨機応変
に対応している。入浴を嫌
がる利用者には理由を検討
し、声かけや誘導法などを
工夫して入浴できるように
支援している。ゆず湯や入
浴剤の使用で、入浴を楽し
めるようにしている。

入浴曜日は利用者様の外
出日や往診日、活動量や
皮膚の状態等を考慮して
職員が決めているが、希
望やその日の体調に応じ
て臨機応変に対応してい
る。湯温や浴槽に浸かる
時間等もできるだけ好み
に合わせ、季節のゆず風
呂や温泉の入浴剤で気分
が変わる援助も行ってい
る。看取り介護期で入浴
が困難な方には、毎日の
清拭や頭部の状態に応じ
てベッド上での洗髪援助
を行っている。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援している

51

電話使用可能な時間帯内
で、希望に応じて職員室
の電話を利用して頂くよ
うにしている。利用者様
が電話を掛けて良い相手
先は家族様に確認させて
頂いている。また、年賀
状等を書いたり投函等の
お手伝いして、大切な人
との繋がりが途切れない
ように支援している。

50

お金の管理が可能な方は
自己で所持して頂いた
り、外食や買い物等の際
にご自分で支払えるよう
援助している。個々のお
小遣い帳を作成して担当
職員が一緒に残金を確認
し、出納状況を家族様に
も報告させて頂くように
している。

49 18

外出を好まれない方も居
られるが、希望を確認し
ながら、近隣の散歩にお
連れしたり裏庭での外気
浴援助を行っている。玄
関にはベンチを置いて、
外の景色をご覧になって
頂けるようにした。季節
毎の行楽行事や地域のイ
ベント、個別の買い物・
外食援助等も行い、でで
きるだけ戸外に出掛ける
機会が持てるようにして
いる。遠出を望まれる方
には、一泊旅行の援助も
行っている。また、家族
様との外出・外泊時に
は、希望に応じてできる
限り送迎のお手伝いをさ
せて頂いている。

日常的には、気候や個別の
希望に応じて、散歩・買い
物・外食・ふれあい喫茶等
に出かけている。桜・つつ
じ・菖蒲など季節の花を楽
しむ外出や、盆踊り・だん
じり祭り等地域の行事に出
かける機会も設けている。
温泉に一泊旅行に出かける
援助も行った。重度化が進
み外出が困難な場合は、近
隣の散歩・裏庭や玄関のベ
ンチでの外気浴等、外気浴
と気分転換が図れるように
支援している。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利
用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

54 20

使い慣れた家具や道具等
は、安全面を考慮した上
で配置・保管場所を相談
し、できるだけ使用して
頂けるよう援助してい
る。これまで大切してき
た衣類や写真等の思い出
の品物、仏壇等も持参し
て頂き、その人らしい生
活空間作りに努めてい
る。居室内の物が多すぎ
ると混乱される場合もあ
るので、家族様と相談し
ながら必要な物を徐々に
揃えていく等の工夫も
行っている。

洗面台・クローゼット・
ベット・エアコンは備えつ
けられており、その他は、
利用者の使い慣れた家具や
道具の持ち込みを勧めてい
る。思い出の写真・仏壇・
装飾品などを置き、居心地
のいい、その人らしい居室
づくりを支援している。認
知症の進行やADLの低下に
伴い、安全面や心理面を考
慮して、家族と話し合いを
行い調整を行なっている。

53

リビングで気の合う方と
昔話等を楽しんだり、独
り居室で静かに休んだ
り、好きな時間に片付け
や日記等を書いたりでき
るよう援助している。他
入居者の状況理解が困難
な方も居られるので、お
相手の方に負担が掛かっ
ていないか等さり気なく
見守るようにして、でき
るだけ不快な思いをされ
ないように努めている。

52 19

職員は、共有の空間が衛
生的に気持ち良く使用し
て頂けるよう、換気や
日々の清掃分担を協力し
合って行っている。リビ
ングには、利用者様の作
品を貼ったり、好みの音
楽やＤＶＤ等を掛けた
り、ソファーや座布団カ
バーは職員の手作りの物
を使用して、家庭的な雰
囲気の中でくつろいで頂
けるようにしている。ま
た、調理の音や匂いを感
じることができ、室温や
湿度、採光にも注意を払
い、生活感や温もりのあ
る空間作りに心掛けてい
る。車椅子の方ができる
だけ移動しやすいような
テーブルや椅子の配置に
も配慮している。

季節に応じた飾りや利用者
の作品等を飾り、手作りの
ソファカバーや座布団カ
バーを使用して、季節感や
家庭的な雰囲気を大切にし
ている。採光・室温・湿度
に留意し、掃除・換気を分
担し、清潔に快適に過ごせ
るように取り組んでいる。
利用者の相性や車椅子など
の動線にも配慮し、テーブ
ルの配置を工夫している。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある　　　　　　　　　　　　　　　　　②数日
に1回ある　　　　　　　　　　　　　　　③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

55

１・２階の移動には、歩
行能力に応じてエレベー
ターと階段を使い分けて
援助している。車椅子の
自操ができる方にはでき
るだけご自分でして頂く
ようにし、居室を覚え難
い方には目印となる物を
付ける等の工夫をしてい
る。床の状態等、安全面
に配慮した環境整備に心
掛け、薬液や刃物類等の
管理の徹底に努めてい
る。
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グループホーム　杜の里 評価確定日平成29年4月21日

○

○

○

○

○

○

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない
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